
ローマ 16

"キリスト・イエスにあって私の同労者であるプリスカとアクラによろしく伝えてくださ

い。

この人たちは、自分のいのちの危険を冒して私のいのちを守ってくれたのです。この人

たちには、私だけでなく、異邦人のすべての教会も感謝しています。"

ローマ人への手紙 16 章 3～4 節

"その後、パウロはアテネを去って、コリントへ行った。

ここで、アクラというポント生まれのユダヤ人およびその妻プリスキラに出会った。ク

ラウデオ帝が、すべてのユダヤ人をローマから退去させるように命令したため、近ごろ

イタリヤから来ていたのである。パウロはふたりのところに行き、

自分も同業者であったので、その家に住んでいっしょに仕事をした。彼らの職業は天幕

作りであった。"

使徒の働き 18 章 1～3 節

"パウロは、なお長らく滞在してから、兄弟たちに別れを告げて、シリヤへ向けて出帆し

た。プリスキラとアクラも同行した。パウロは一つの誓願を立てていたので、ケンクレ

ヤで髪をそった。"

使徒の働き 18 章 18 節

"私の同国人で私といっしょに投獄されたことのある、アンドロニコとユニアスにもよろ

しく。この人々は使徒たちの間によく知られている人々で、また私より先にキリストに

ある者となったのです。"

ローマ人への手紙 16 章 7 節

"彼らはキリストのしもべですか。私は狂気したように言いますが、私は彼ら以上にそう

なのです。私の労苦は彼らよりも多く、牢に入れられたことも多く、また、むち打たれ

たことは数えきれず、死に直面したこともしばしばでした。

ユダヤ人から三十九のむちを受けたことが五度、

むちで打たれたことが三度、石で打たれたことが一度、難船したことが三度あり、一昼

夜、海上を漂ったこともあります。

幾度も旅をし、川の難、盗賊の難、同国民から受ける難、異邦人から受ける難、都市の

難、荒野の難、海上の難、にせ兄弟の難に会い、

労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜を過ごし、飢え渇き、しばしば食べ物もなく、寒さに

凍え、裸でいたこともありました。

このような外から来ることのほかに、日々私に押しかかるすべての教会への心づかいが

あります。

だれかが弱くて、私が弱くない、ということがあるでしょうか。だれかがつまずいてい

て、私の心が激しく痛まないでおられましょうか。"

コリント人への手紙 第二 11 章 23～29 節

"主にあって労している、ツルパナとツルポサによろしく。主にあって非常に労苦した愛

するペルシスによろしく。"

ローマ人への手紙 16 章 12 節



"あなたがたは聖なる口づけをもって互いのあいさつをかわしなさい。キリストの教会は

みな、あなたがたによろしくと言っています。

兄弟たち。私はあなたがたに願います。あなたがたの学んだ教えにそむいて、分裂とつ

まずきを引き起こす人たちを警戒してください。彼らから遠ざかりなさい。"

ローマ人への手紙 16 章 16～17 節

"わたしはもう世にいなくなります。彼らは世におりますが、わたしはあなたのみもとに

まいります。聖なる父。あなたがわたしに下さっているあなたの御名の中に、彼らを保

ってください。それはわたしたちと同様に、彼らが一つとなるためです。"

ヨハネの福音書 17 章 11 節

"わたしは今みもとにまいります。わたしは彼らの中でわたしの喜びが全うされるため

に、世にあってこれらのことを話しているのです。"

ヨハネの福音書 17 章 13 節

"彼らをこの世から取り去ってくださるようにというのではなく、悪い者から守ってくだ

さるようにお願いします。"

ヨハネの福音書 17 章 15 節

"わたしは、ただこの人々のためだけでなく、彼らのことばによってわたしを信じる人々

のためにもお願いします。

それは、父よ、あなたがわたしにおられ、わたしがあなたにいるように、彼らがみな一

つとなるためです。また、彼らもわたしたちにおるようになるためです。そのことによ

って、あなたがわたしを遣わされたことを、世が信じるためなのです。

またわたしは、あなたがわたしに下さった栄光を、彼らに与えました。それは、わたし

たちが一つであるように、彼らも一つであるためです。

わたしは彼らにおり、あなたはわたしにおられます。それは、彼らが全うされて一つと

なるためです。それは、あなたがわたしを遣わされたことと、あなたがわたしを愛され

たように彼らをも愛されたこととを、この世が知るためです。"

ヨハネの福音書 17 章 20～23 節

"そして、わたしは彼らにあなたの御名を知らせました。また、これからも知らせます。

それは、あなたがわたしを愛してくださったその愛が彼らの中にあり、またわたしが彼

らの中にいるためです。」"

ヨハネの福音書 17 章 26 節

"平和の神は、すみやかに、あなたがたの足でサタンを踏み砕いてくださいます。どうか、

私たちの主イエスの恵みが、あなたがたとともにありますように。"

ローマ人への手紙 16 章 20 節

"見よ。兄弟たちが一つになって共に住むことは、なんというしあわせ、なんという楽し

さであろう。

それは頭の上にそそがれた尊い油のようだ。それはひげに、アロンのひげに流れてその

衣のえりにまで流れしたたる。

それはまたシオンの山々におりるヘルモンの露にも似ている。主がそこにとこしえのい

のちの祝福を命じられたからである。"

詩篇 133 篇 1～3 節




